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	4．鉄コーティング種子の湛水直播で発生する苗腐病の耕種的防除技術
	1. 背景とねらい
	2. 成果の内容
	3. 普及上の留意点
	4. 具体的データ

	図3　水田での強制落水が苗立ちに及ぼす影響
	図4　苗腐病の耕種的防除を目的とした水管理法
	（播種後，出芽始期までに強制落水し，ピシウム菌に感染しやすい出芽始期～第１葉期までの期間を乾かないように注意しながら落水管理する，その後第1葉期に入水する。）

